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外来で化学療法を受ける患者・家族に対する看護介入の検討

東病棟５階○長田宏美西田牧子中村恵美子米島美晴飛田敦子
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1．対象者の属性:①患者:５４歳~７０歳（平均62.9±

7.59歳)、男性３名女性５名。婦人科３名、消化器外

科５名｡化学療法の期間は1～６ヶ月４名､６ヶ月から１

年２名、１年以上1名、２年以上１名。

②家族:44歳～64歳(平均56.4±7.64歳)､男性３名、

女性２名。患者との続柄は配偶者４名、親１名。患者と

同居している人４名、同居していない人１名。

2．患者へのアンケート結果

抗がん剤治療をするにあたり、副作用の説明を受けま

はじめに

当病棟では入院中に化学療法の副作用に対する患者参

画の看護計画を立案し、患者のセルフケア能力を高めて

きた｡近年､化学療法は入院から外来へと移行しており、

看護師や医師からの支援が得られにくい環境へ変化して

いる。そのため、患者自身だけでなく、家族の協力・理

解が重要となり、家族参画や支援が必要になってきた。

外来で化学療法を受ける患者の思いについての研究はあ

るが、家族の患者への思いや協力状況についての研究は

少ない。そこで、外来で化学療法を受けている患者・家

族を対象にそれぞれの思いを明らかにし、前向きな意欲

を高めていけるように、外来での化学療法に移行する前

の病棟における患者・家族それぞれへの看護介入を検討

する。

したか「はい」８名中８名であった。誰から聞きました

力、「医師」７名、「外来の看護師」５名、「病棟の看護師」
￣

3名、「薬剤師」２名。どなたと一緒に聞きましたか「一

人で」２名、「配偶者と」５名、「子どもと」３名、「親戚

と」１名であった。

副作用に関して家族と一緒に説明を受けてよかったと

思いますか「はい」８名中５名、「いいえ」2名、無回答

Ｌ目的 1名であった。「はい」と答えた理由は「辛いときに世話

をしてもらえるから」４名、「自分のことを分かってほし

いから」４名、「見守ってくれるから」４名、脇力して

くれるから」３名、「心強いから」３名、「自分が聞いて

もよく分からないから」２名であった。「いいえ」と答え

た理由は「自分のことだから｣、「自分のロから伝えたい

から」であった０

家族に知っていてほしいことはありますか「はい」５

外来で化学療法を受ける患者が家族に求めること、ま

た、その家族の患者・治療への思いと援助内容を明らか

にし、今後外来で化学療法を受ける患者・家族への看護

介入を検討する。

Ⅱ研究方法

名、「いいえ」３名であり、その内容は｢病気や治療のこ

と」４名、「抗がん剤の副作用や対処方法」１名であり、

説明してほしい人は「医師から」４名、「看護師から」１

名、「薬剤師から」１名であった。

家に帰って困ったことはありましたか「はい」３名、

1．対象：当病棟に入院歴があり、外来で化学療法を受

けている本研究に同意を得られた患者１０名とその家族

5名。

2．データ収集期間：平成18年８月２１日～９月８曰。

3．方法：独自に作成したアンケート用紙を用い、治療

への思いや援助内容に関して患者・家族の各々に対して

アンケート調査を行った。アンケートは複数回答可とし

た。封筒とともに配布し、回収箱または郵送にて回収し

た。

４分析方法：結果を記述統計にて分析。

5．倫理的配慮：「研究の趣旨」「研究への参加・拒否あ

るいは中断が可能であること｣｢参加の有無は患者への看

護に影響しないこと｣鳴られた情報は本研究以外には使

用しないこと」について、書面を用いて説明し、同意を

得た。アンケートは無記名とし、個人が特定されないよ

うにした。

「いいえ」５名。「はい」と答えた理由は「家事ができな

いこと」３名、「経i斉的なこと」１名、「副作用の対処方

法がわからないこと」１名であった。

家族の協力を得られていますか「はい」８名中８名。

情緒的協力内容としては「身体が辛いことを分かってく

れる・頑張っていることを分かってくれる」７名、「自分

がしたいと思うことをさせてくれる｣６名、「励ましてく

れる」４名、「側にいてくれる」３名、「一緒に頑張って

くれる」２名であり、物質的協力内容は「家事を手伝っ

てくれる」６名、「副作用の相談にのってくれる」３名、

「仕事･経済面で助けてくれる」２名であった６

３．家族へのアンケート結果

患者様の治療に関しての説明は受けましたか「はい」
Ⅲ結果

アンケートの回収率は患者80％､家族100％であった。

5名中５名｡誰から説明を受けましたか｢医師｣５名｢外

来の看護師」１名、「病棟の看護師」０名。

副作用についての説明を受けてよかったと思いますか
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ていくことが必要である。患者の中には自分のことであ

るから家族へは説明してほしくない、自分のロから伝え

たいという結果も得られており､患者のライフステージ、

家族間での役割を考慮し、患者の意思を確認の上、行っ

ていくことが必要である。

家に帰って困ったことがあったと答えた患者が８名中

3名であり､その理由は｢家事ができないこと｣が３名、

「経済的なこと」１名であった。実際に患者が家に帰っ

て困ることは、家事などの日常生活を以前のように行え

ないことや経済的な問題であり、家族へ協力を依頼する

こと、また高額医療費制度など社会福祉サービスに関し

ての説明を事前に行っておくことが必要である。

家族からの協力は得られていると答えた患者が８名中

8名であり、協力内容は、「身体が辛いことを分かってく

れる・頑張っていることを分かってくれる｣、「自分がし

たいと思うことをさせてくれる」などであった。患者に

協力できていると答えた家族が５名中５名であった｡上

田らは「病気体験から、家族の中での自分の存在つまり

サポートによる自己の再認識をして、病気体験は自分だ

けでなく家族も一緒に体験していると認識し、家族の絆

を強め､闘病意欲の支えとなっている｣')と述べている。

そのことより、外来で化学療法を受けている患者・家族

はお互いを認め合い、支え合うことで治療を継続してい

くことができると考える。また、家族からの情緒的サポ

ートが患者が治療を継続していくためには重要であるこ

とが示唆された。

家族の精神的な苦痛が軽減され、お互いに支えあって

いけるように看護師が患者・家族の調整役となることが

重要であり、家族の暖かい見守りが患者の前向きな意欲

を高めることを家族に伝える必要があると考える。

患者が家族に知っていてほしいことは「病気や治療の

こと」であった。さらに「医師から」説明してほしいと

いう回答が多かった。このことより、患者は化学療法の

副作用よりも漠然とした病気全般への不安が強いことが

考えられる。家族に対して、患者が病気のことを知って

いてほしいという思いがあることを伝えていくことが必

要である。

副作用の説明を受けている患者は８名中８名であり、

その中で病棟の看護師から説明を受けている患者は３名

であった。病棟で化学療法の副作用や対処方法に関する

オリエンテーションは行っていたが、病棟の看護師から

受けたと認識していなかったことが明らかとなった。こ

のことは、環境が変化するという認識が病棟看護師の中

で低く、入院中と同様の内容で行っていたことが要因と

考えられる。

今後は、外来での化学療法へ移行する患者に対して、

家庭環境や家族背景を把握し、曰常生活に即したオリエ

ンテーションを行っていきたい。また、家族に対しても

患者にとっては情緒的な協力が重要であることを伝えて
いく。

「はい」５名。その理由は「患者様のことを理解できる

から｣５名､｢知っていれば何か出来ると思うから｣４名、

「患者様だけでは理解が不十分だから｣３名、「患者様が

心強いと思うから」２名、「ただ知っておきたいから」１

名であった。

副作用について困ったことがありましたか「はい」３

名、「いいえ」１名、無回答１名であった。

患者様に協力できていると思いますか「はい」５名中

５名であり、情緒的協力内容としては「無理をしないよ

うに言っている」５名、「病気のことを言わないようにし

ている」３名、「側にいて見守っている」２名、「会話を

楽しむ、一緒に出かける」１名であり、物質的協力内容

は｢病院への送り迎え・付き添いをしている」４名、「家

事を担っている・手伝っている」２名「副作用が見られ

たとき、一緒に対処している」２名、「仕事･経済面にお

いて協力している」１名であった。

もっと副作用や対処方法を説明してほしいですか「は

い」５名中４名、無回答１名であった。

4．患者・家族各々に対して実際に患者に出現している

副作用の内容、知っている副作用、知っている対処方法

に関してのアンケート結果

患者・家族各々が患者に出現していると考えている副

作用の一致率はＡ88.9％､Ｂ33.3％､Ｃ100％､Ｄ100％、

E88.9％であった(表1)。一致率とは全ての副作用症状

の中で、患者・家族各々が出現していると考え、共に○

をつけた副作用と共に○をつけなかった副作用の合計の

割合である。

Ⅳ、考察

外来で化学療法を受ける患者は副作用による苦痛や対

処方法に困っていると考えていた。しかし、研究結果よ

り、副作用の対処方法が分からずに困ったと答えた患者

は８名中１名であった。

副作用に関して患者は、家族と一緒に説明を受けてよ

かったと８名中５名が答えており、その理由として情緒

的な協力を受けられることを理由としてあげた人が多い。

また、家族に知っていてほしいことは、抗がん剤の副作

用や対処方法が１名であり、患者自身は家での生活にお

いて副作用を強い苦痛と感じていないと考えられる。

副作用の説明をもっとしてほしいと答えた家族は５名

中４名、副作用で困ったことがあると答えた家族は５名

中３名であった。表１からも寸実際の副作用と家族が患

者に出現していると考えている副作用の一致率が高く、

家族は患者に出現している副作用症状をある程度理解し

ている。しかし、副作用の対処方法を知っていると答え

た家族は少なく､不安軽減のためにも副作用のみでなく、

対処方法も指導していくことが必要である。

また、表ｌに示すように、個人の能力に応じて理解度

が異なるため、患者・家族が補い合えるように、指導し
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今回の研究では研究者が実際に説明し同意を得ている

ため、対象となる家族は患者とともに外来での化学療法

時に来院している家族のみであり、比較的家族の協力が

得られている対象となっている可能性がある。また、対

象が少ないため有効な介入方法を導き出すには限界があ

った。今後､対象数を増やし、更に介入方法を検討して

いきたい。

V，結論

1．患者の中で家族の協力を得られていると答えた人が

８名中８名、家族の中で患者に協力できていると答

えた人が５名中５名であった。

2．患者が家族から得られている情緒的協力内容は「身

体が辛いことを分かってくれる･頑張っていること

を分かってくれる」７名、「自分がしたいと思うこ

とをさせてくれる」６名、「励ましてくれる」４名、

「側にいてくれる」３名、「一緒に頑張ってくれる」

２名であり、物質的協力内容は「家事を手伝ってく

れる」６名、「副作用の相談にのってくれる」３名、

「仕事･経済面で助けてくれる」２名であった。
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表１患者・家族各々に対する副作用の実際と副作用・対処方法の理解度

１一
Ａ
ｌ
ｌ

二
lPl

’

一
｜

陣
一
女

『
①

L」 ２

１６ヶ月 ０１ ０１

ＯＩＯｌＯ １０１ ０１０１ ０１０１
ｉｉ

ＯｌＯＩＯ
Ｕロ

ｏＩｏｉ ＯＩＯＩ

■

Ｃｌ
■

ｏｉｏｌ １０１ ｏｉｏＩ Ｏｉｏｌ

＊患者：症状○･･出現している副作用症状知識○･･知っている副作用の知識対処○･･知っている副作用の対処方法、

＊家族：症状○･･患者に出現していると考えている副作用知識○･･知っている副作用の知識対処○･･知っている副作用の対処方法

＊△：「その都度担当の先生に聞き、薬などをだしてもらっている｡」と記載あり。
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